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国
語 

出
題
の
ね
ら
い
と
解
答
例 

 
出
典 

外
山
滋
比
古 

「
第
四
人
称
」 

 

出
題
の
ね
ら
い 

語
句
の
意
味
・
用
法
な
ど
を
理
解
し
た
上
で
使
い
こ
な
す
能
力
、
文
章
の
構
成
や
表
現
の
特
色
を
捉

え
る
分
析
力
、
論
理
の
展
開
や
要
旨
を
的
確
に
読
み
と
る
理
解
力
、
内
容
全
体
を
総
合
的
に
ま
と
め
る

論
理
力
、
論
理
的
な
構
成
を
工
夫
し
て
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
る
構
成
力
を
み
る
。 

今
年
度
の
問
題
で
は
、
昨
年
度
同
様
、
長
文
を
読
ま
せ
、
書
か
せ
る
力
を
求
め
る
一
方
、
客
観
的
な

問
い
も
出
題
し
た
。 

 

解
答
例 

 

第
一
問
（
配
点
２
０
点
） 

問
一
（
各
１
点 

計
１
０
点
） 

（
い
）
拒 

（
ろ
）
臨 

（
は
）
誉 

（
に
）
埋
没 

（
ほ
）
脱
却 

（
へ
）
厄
介 

 

（
と
）
配
慮 

（
ち
）
粗
末 

（
り
）
遅
延 

（
ぬ
）
浅
薄 

問
二
（
各
１
点 

計
６
点
） 

（
ア
）
ふ
え
て 

（
イ
）
は
ん
ざ
つ 

（
ウ
）
け
ん
し
き 

（
エ
）
こ
せ
き 

 

（
オ
）
さ
ん
み
い
っ
た
い 

（
カ
）
す
う
は
い 

問
三
（
各
２
点 

計
４
点
） 

（
ａ
）
２ 

（
ｂ
）
４ 

 
 

 
 

 
 

 



 

第
二
問
（
配
点
６
０
点
） 

問
一
（
１
０
点
） 

訓
点
読
み
、
返
り
点
読
み
は
、
漢
文
を
原
文
そ
の
ま
ま
に
日
本
に
移
入
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
し
か
し
日
本
に
お
け
る
翻
訳
の
出
現
を
阻
む
原
因
に
も
な
っ
た
。
英
語
文
化
移
入
の
初
期

に
も
用
い
ら
れ
た
が
、
あ
ま
り
に
煩
雑
な
た
め
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。（
１
０
０
字
） 

問
二
（
１
０
点
） 

英
文
の
翻
訳
者
に
は
教
職
者
が
多
く
、
か
れ
ら
は
本
業
に
さ
し
さ
わ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
誤
訳

が
な
い
よ
う
に
愚
鈍
な
原
文
忠
実
を
守
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
像
。 (

６
７
文
字) 

問
三
（
１
０
点
） 

翻
訳
は
原
文
に
忠
実
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
よ
う
な
翻
訳
に
つ
い
て
の
常
識
を
越
え
て
、

翻
訳
を
翻
訳
論
と
し
て
お
も
し
ろ
く
考
察
で
き
る
に
は
、
常
識
に
捕
ら
わ
れ
ず
常
識
を
相
対
化

で
き
る
く
ら
い
の
文
化
社
会
と
し
て
の
成
熟
度
が
必
要
で
あ
る
か
ら
。（
１
０
０
字
） 

問
四
（
１
０
点
） 

著
作
物
は
著
者
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
は
ま
だ
文
書
に
過
ぎ
ず
、
読
者
に
読
ま
れ

る
こ
と
で
は
じ
め
て
印
刷
物
は
自
立
し
生
命
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
活
字
印
刷

文
化
の
発
達
に
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
ま
た
読
者
を
意
識
す
る
こ
と
で
言
語
表
現
へ
の
考
察
が

深
ま
る
た
め
で
あ
る
。（
１
１
７
字
） 

問
五
（
各
２
点 

計
１
０
点
） 

（
１
）
ｄ 

（
２
）
ａ 

（
３
）
ｄ 

（
４
）
ａ 

（
５
）
ｃ 

問
六
（
５
点
） 

 

原
文
忠
実 

 

問
七
（
５
点
） 

 

ヨ
コ
の
も
の
を
タ
テ
に
す
る 

 

第
三
問
（
配
点
２
０
点
） 

評
価
方
法 

文
章
の
明
快
さ
、
語
句
の
適
切
な
使
用
、
概
念
の
理
解
、
記
述
の
論
理
性
な
ど
を
総
合
し
て
評

価
す
る
。 

 

以
上 

 


